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針路

高 知
県労連
高 知

県労連
    

５
月
１
日
、
第
８
８
回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央
集
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
と
な
っ

た
高
知
市
中
央
公
園
に
は
９
０
０
人
が
集
結
し
ま
し
た
。「
８
時
間
働
け
ば
帰
れ
る
、

普
通
に
暮
ら
せ
る
」
な
ど
の
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
、
大
企
業
・大
都
市

中
心
の
政
策
か
ら
、
働
く
も
の
・地
域
を
中
心
と
し
た
政
策
へ
の
転
換
を
求
め
ま
し

た
。

　

９
０
０
人
の
参
加
者
が
国
民
的
要
求
で
連
帯

第
８
８
回
メ
ー
デ
ー
高
知
県
中
央
集
会

　 

来
賓
に
は
、
日
本
共
産
党
高
知
県
委

員
会
か
ら
松
本
顕
治
国
政
対
策
委
員

長
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
尾
﨑
正
直
高
知

県
知
事
、
岡
﨑
誠
也
高
知
市
長
、
園

田
智
幸
労
働
局
長
の
他
、
民
進
党
、
社

民
党
、
新
社
会
党
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

共
謀
罪
の
ウ
ソ

　 

主
催
者
挨
拶
は
、
メ
ー
デ
ー
実
行
委

員
会
代
表
委
員
で
県
労
連
の
田
口
朝
光

委
員
長
が
行
い
、
共
謀
罪
を
め
ぐ
る
安

倍
内
閣
の
３
つ
の
ウ
ソ
と
１
つ
の
大
き
な

狙
い
に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。
３
つ
の
ウ

ソ
と
は
、
①
テ
ロ
対
策
・東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
対
策
に
必
要
、
②
一
般
の
団
体
や
個

人
は
関
係
な
い
、
③
具
体
的
な
準
備
行

為
が
あ
る
場
合
に
限
定
し
、
共
謀
し
た

だ
け
で
は
罰
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　 

そ
の
狙
い
は
、
国
民
の
心
の
中
を
覗

き
・
監
視
し
、
政
府
の
政
策
に
異
を
唱

え
る
団
体
・
個
人
を
罰
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
結
果
、
日
本
は
戦
前
の
「
暗

　 

安
倍
首
相
が
、
２
０
２
０

年
改
正
憲
法
施
行
を
言
い

出
し
た
。
憲
法
審
査
会
で
の

「
熟
議
」
か
ら
一
転
、
行
政

府
の
長
が
、
自
ら
憲
法
改
正
を
主
導
。

中
身
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
。
９
９
条
の

憲
法
順
守
義
務
に
も
３
権
分
立
に
も
反

す
る
▲
中
味
も
飛
ん
で
い
る
。
自
民
党

内
か
ら
も
「
聞
い
て
い
な
い
」
の
声
。
９

条
１
項
、
２
項
に
は
手
を
付
け
ず
、
３

項
で
自
衛
隊
を
明
記
。
加
憲
の
立
場
の

公
明
党
対
策
、
２
項
に
手
を
付
け
な
い

こ
と
で
民
進
党
を
攪
乱
、
と
の
論
評

も
。
更
に
、
自
己
矛
盾
が
高
校
の
無
償

化
の
加
憲
。
維
新
対
策
に
し
ろ
、
廃
止

し
て
お
き
な
が
ら
無
償
化
と
は
、
猿
芝

居
に
も
程
が
あ
る
▲
新
任
務
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に

続
き
北
朝
鮮
の
危
機
を
煽
り
、
米
艦

防
護
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
行
っ

た
。
安
保
法
制
の
実
績
作
り
。
３
項
で

書
き
込
む
と
し
た
ら
こ
の
延
長
線
上
。

２
項
と
の
両
立
は
、
出
来
ま
い
。
禅
問

答
に
も
等
し
い
。
そ
の
心
は
▲
衆
参
で

３
分
の
２
を
握
り
な
が
ら
、
進
ま
な
い

改
憲
作
業
。
日
本
会
議
か
ら
の
突
き

上
げ
。
総
裁
選
３
選
を
前
提
に
任
期

末
の
２
０
２
１
年
９
月
ま
で
に
９
条
を
変

え
た
い
。
焦
り
と
傲
慢
さ
二
つ
安
倍
に

あ
り
。
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
ア
ベ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
し
国
威
発
揚
▲

哲
学
者
の
内
田
樹
氏
は
、
安
倍
改
憲

は
、
「
廃
憲
」
そ
の
も
の
だ
と
言
う
。
憲

法
を
権
力
者
を
縛
る
道
具
か
ら
国
民
を

縛
る
も
の
に
変
え
て
し
ま
う
か
ら
。
こ

れ
を
阻
止
す
る
道
は
、
安
倍
政
権
の
廃

止
以
外
に
な
い
。
（田
）

い
社
会
」
へ戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
総
崩
れ

　 

ま
た
、
田
口
委
員
長
は
、
「
日
銀
の

黒
田
総
裁
は
２
％
の
物
価
上
昇
目
標
の

失
敗
宣
言
を
し
、
デ
フ
レ
脱
却
さ
え
言

わ
な
く
な
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。
金
持
ち
・
大
企
業
・
東
京
が
豊
か

に
な
れ
ば
庶
民
や
中
小
企
業
、
地
方

も
潤
う
と
い
う「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」は
、

こ
の
４
年
間
起
き
て
お
ら
ず
、
安
倍
政

権
は
そ
の
こ
と
を
覆
い
隠
す
た
め
に
、

「
異
例
」
と
な
る
４
年
連
続
の
財
界
への

賃
上
げ
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　 

い
ま
必
要
な
の
は
、
私
た
ち
自
身
の

手
で
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
こ
と
と
、
最

低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
で

す
。
大
都
市
と
地
域
の
格
差
を
是
正

し
、
地
域
で
働
き
、
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
賃
金
で
、
地
域
経
済
も
底
上
げ
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

労
働
組
合
か
ら
の
決
意
表
明

　 

決
意
表
明
で
は
、
こ
う
ち
生
協
労
組

の
清
水
広
志
さ
ん
か
ら
、
憲
法
２
５
条

の
観
点
か
ら
見
て
も
、
低
す
ぎ
る
と
と

も
に
都
道
府
県
ご
と
に
格
差
の
あ
る
最

低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
全
国
一
律

の
最
低
賃
金
制
の
創
立
が
必
要
で
あ
る

と
訴
え
ま
し
た
。

　 

続
い
て
、
医
労
連
・
日
赤
病
院
労
働

組
合
の
谷
内
光
代
さ
ん
は
、
契
約
社
員

の
雇
止
め
撤
回
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
５
年
継
続
雇
用
さ

れ
た
有
期
雇
用
労
働
者
は
、
労
働
者
か

ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
、
無
期
雇
用
に
転

換
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
今
年
３
月
の
契
約
時
に
来
年
の
契

約
は
更
新
し
な
い
こ
と
を
承
諾
す
れ
ば

今
年
の
契
約
は
更
新
す
る
と
の
条
件
を

出
さ
れ
、
そ
れ
を
組
合
と
し
て
撤
回
さ

せ
て
い
ま
す
。

　 

最
後
に
高
知
県
教
組
の
坂
本
忠
雄
さ

ん
が
、
安
倍
「
教
育
再
生
」
の
問
題
点

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。
天
皇
の
為
に

命
を
捨
て
ろ
と
す
る
「
教
育
勅
語
」
に

つ
い
て
、
安
倍
内
閣
は「
教
材
と
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
ま
で
は
否
定
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
」
と
閣
議
決
定
を
行
う
な

ど
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
た
め
の「
人

づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
教
育
へ

の
攻
撃
を
跳
ね
返
し
て
い
く
決
意
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
県
労
連
Ｈ
Ｐ
を

高
知
県
労
連
で

　
　
　
検
索
で
き
ま
す
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５
月
３
日
は
。
憲
法
記
念
日
で
す
。
安
倍
内
閣
に
よ
る
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
や

「
通
信
傍
受
法
」
に
加
え
、「
安
保
関
連
法
」
の
強
行
に
よ
っ
て
日
本
は
確
実
に
「
戦

争
を
し
な
い
国
」
か
ら
「
戦
争
を
す
る
国
」
へ
と
作
り
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
憲
法
を
無
視
し
て
「
改
憲
」
を
進
め
る
安
倍
内
閣
か
ら
の
転
換
を
目
指
し
、

憲
法
記
念
日
周
辺
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　 

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
、
「
憲
法

施
行
７
０
周
年
県
民
の
集
い
」
が
、
県

民
文
化
ホ
ー
ル
（グ
リ
ー
ン
）で
開
催
さ

れ
、
山
口
二
郎
・
法
政
大
教
授

（立

憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
会
呼
び
か
け
人
）

が
、「
政
治
危
機
と
私
た
ち
の
選
択
～

憲
法
と
民
主
主
義
を
守
る
大
結
集
を
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

主
催
は
、
高
知
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
１

日
本
を
「
戦
争
を
す
る
国
」
に
し
な
い
！

活
発
な
取
り
組
み
で
世
論
化
し
よ
う

５
・
３
憲
法
集
会
に
４
１
０
名
「
山
口
二
郎
講
演
会
」

１
団
体
で
４
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
山
口
氏
は
、
今
の
日
本
の
政

治
、
そ
し
て
世
界
の
政
治
の
特
徴
を「
ア

ベ
化
」
と
い
う
概
念
で
説
明
し
、
そ
の
特

徴
を
、
①
自
己
愛
の
強
い
幼
児
的
リ
ー

ダ
ー
の
跳
梁
跋
扈
、
②
批
判
に
対
す
る

耐
性
の
消
滅
、
③
虚
言
、
デ
マ
を
た
め

ら
わ
な
い
、
ウ
ソ
が
ば
れ
て
も
恥
じ
な

い
、
④
事
実
と
虚
構
の
区
別
が
で
き
な

い
反
知
性
、
と
し
ま
し
た
。

　 

さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に「
か
こ
つ
け
」

て
共
謀
罪
、
働
き
方
に
「
か
こ
つ
け
」
て

１
０
０
時
間
の
時
間
外
労
働
の
容
認
な

ど
、
ア
ベ
化
し
た
政
治
を
「
か
こ
つ
け
」

政
治
と
評
し
ま
し
た
。

　 

最
後
に
、
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
野

党
共
闘
の
推
進
で
日
本
政
治
に
展
望
を

見
出
そ
う
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
大

き
な
方
向
性
と
し
て
は
、
「
総
合
的
な

税
制
改
革
と
安
心
で
き
る
福
祉
国
家
」

「
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
」

「
個
人
の
尊
厳
と
多
様
性
の
確
保
」「
段

階
的
脱
原
発
の
方
向
性
の
明
示
」
で

す
。

　 

で
き
な
い
と
諦
め
て
い
る
こ
と
を
実
現

す
る
こ
と
が
政
治
で
あ
る
と
強
調
し
、

一
見
困
難
に
見
え
る
野
党
共
闘
、
衆

議
院
選
挙
で
の
野
党
共
闘
の
粘
り
強
い

取
り
組
み
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

共
謀
罪
反
対
・
自
民
党
県
連
前
で
宣
伝
行
動

　 

５
月
９
日
、
自
民
党
県
連
前
で
「
共

謀
罪
は
廃
案
に
」
の
宣
伝
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
の
呼
び
か
け

で
、
小
雨
の
中
３
０
人
が
気
勢
を
上
げ

ま
し
た
。

　 

憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
の
山
崎
秀
一
さ
ん
が
、

「
共
謀
罪
は
①
既
遂
（実
行
行
為
）を
罰

す
る
と
言
う
刑
法
の
基
本
原
則
を
覆
す

も
の
。
共
謀
・
準
備
段
階
で
罰
す
る
こ

と
に
な
る
。
②
監
視
社
会
に
な
り
、
自

由
に
も
の
が
言
え
な
い
社
会
に
な
る
。

政
府
は
、
政
策
に
反
対
す
る
団
体
、
個

人
を
弾
圧
す
る
強
力
な
武
器
を
手
に
入

れ
る
こ
と
に
な
る
。
③
自
白
、
密
告
で

減
軽
す
る
仕
組
み
を
盛
り
込
ん
で
お

り
、
密
告
社
会
に
な
る
。
そ
れ
が
、
冤

罪
を
生
む
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
み
ん
な
で「
山
男
」
と
「
森

の
熊
さ
ん
」
の
替
え
歌
で
自
民
党
、
公

明
党
を
批
判
、
共
謀
罪
の
危
険
性
を

訴
え
ま
し
た
。

　 

１
０
日
に
は
、
公
明
党
県
連
前
、
　
１

１
日
（自
民
党
県
連
前
）、
１
２
日
（公

明
党
県
連
前
）
で
も
行
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　 

自
公
政
権
は
、
来
週
中
に
も
衆
議

院
で
の
強
行
採
決
を
ね
ら
っ
て
い
ま

す
。
金
田
法
相
の
不
安
定
な
答
弁
、

県労連が太平洋学園で出前授業

説
明
に
な
っ
て
い
な
い
説
明
で
、
審
議
時

間
を
稼
ぎ
、
３
０
時
間
を
目
途
に
質
疑

打
ち
切
り
、
採
決
強
行
と
い
う
考
え
で

す
。
テ
ロ
対
策
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
と
い

う
ウ
ソ
を
暴
き
廃
案
に
し
ま
し
ょ
う
。

　 

県
労
連
は
４
月
２
６
日
、
太
平

洋
学
園
に
て
「
こ
れ
か
ら
働
く
あ

な
た
へ」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
出
前
授

業
を
行
い
ま
し
た
。
田
口
委
員
長

が
講
師
を
勤
め
、
２
ク
ラ
ス

７
０
人
近
い
生
徒
が
参
加
し

ま
し
た
。

　 

授
業
は
、「
産
業
社
会
と

人
間
」
と
い
う
授
業
の
一
環

で
、
働
く
と
は
何
か
、
働
く

者
の
権
利
に
は
ど
う
い
う
も

の
が
あ
る
か
な
ど
の
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
田
口
委
員

長
は
、「
今
日
覚
え
て
帰
っ
て

ほ
し
い
こ
と
は
２
つ
。
①
自
分

た
ち
に
は
権
利
が
あ
る
と
い

う
こ
と
、
②
困
っ
た
ら
誰
か

に
相
談
す
る
と
い
う
こ
と
。

権
利
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

損
を
す
る
、
だ
ま
さ
れ
る
。

自
分
一
人
で
悩
ん
で
い
た
ら
、

自
分
を
追
い
詰
め
る
こ
と
に
も
な

る
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。
　

　 

最
後
に
、
自
分
と
社
会
は
変
え

ら
れ
る
。
３
つ
の
主
人
公
に
な
ろ

う
。
①
自
分
、
②
会
社
、
③
社
会
。

　 

そ
し
て
４
つ
の
選
択
肢
。
①
辞
め

る
、
②
我
慢
す
る
（諦
め
る
）、
③
自

分
（一
人
）
で
頑
張
る
、
④
組
合
（み

ん
な
）
で
が
ん
ば
る
、
こ
の
う
ち
、「
組

合
を
選
択
す
る
道
」を
選
び
と
っ
て
ほ

し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　 

今
回
の
授
業
で
は
、
労
働
条
件
通

知
書
と
給
与
明
細
の
比
較
、
「
Ｑ
＆

Ａ
」
も
取
り
入
れ
、
学
生
に
も
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
、
清
和
女
子
中
高
等
学
校
、
某
県

立
高
校
で
も
出
前
授
業
を
行
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
う
い
っ
た
活
動
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

５ ・ ３憲法集会

出前授業の様子



(3)２０１７年５月１０日　　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　ＮＯ．１９７

　

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
通
信　

 

月
号

５

審
議
員
の
不
公
正
任
命
の
抗
議
と

　  

４
月
２
８
日
、
県
労
連
は「
地
方
最
低
賃
金
審
議
委
員
不
正
任
命
の
抗
議
と
最

低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
」要
請
を
行
い
ま
し
た
。
労
働
局
側
は
最
賃

室
長
と
課
長
が
対
応
し
ま
し
た
。
要
請
前
に
は
、
労
働
局
前
で
集
会
を
行
い
、
最

低
賃
金
の
問
題
を
世
論
へ
訴
え
ま
し
た
。

労
働
局
前
集
会

　 

労
働
局
前
集
会
に
は
、
さ
ん
さ
ん
テ

レ
ビ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
訪
れ
、
最
低

賃
金
への
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し

た
。
集
会
で
田
口
委
員
長
は
、「
あ
ま

り
に
も
低
す
ぎ
る
額
や
各
県
ご
と
の
格

差
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
３
つ
の
こ
と
が

起
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
最
低
賃
金

が
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
温
床
に
な
っ
て
い
る

点
、
②
最
低
賃
金
が
、
地
方
か
ら
首
都

圏
への
人
口
流
出
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

点
、
③
最
低
賃
金
が
デ
フ
レ
や
長
期
不

４
月
は
、
１
５
人

（女
性
７
人
、

男
性
８
人
）
か
ら
、
２
０
件

（１
人

複
数
相
談
を
含
む
）の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
内
訳
は
、
①
解
雇
・

雇
い
止
め

（３
件
）、
②
賃
金
・
残

業
代
未
払
い
（４
件
）、
③
労
働
契

約
違
反
（２
件
）、
④
長
時
間
労
働
・

休
日
取
得

（２
件
）、
⑤
パ
ワ
ハラ
・

メ
ン
タ
ル
不
全
（４
件
）、
⑥
労
働
条

件
明
示
違
反
（３
件
）、
⑦
退
職
（１

件
）、
⑧
懲
戒
処
分

（１
件
）
な
ど

を
め
ぐ
る
相
談
で
し
た
。
相
談
件
数

の
上
位
を
占
め
た
の
は
、
賃
金
・
残

業
代
不
払
い
、
解
雇
・
雇
い
止
め
、

パ
ワ
ハ
ラ
相
談
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

他
に
、
３
人
の
相
談
者
か
ら
労
働
条

件
明
示
を
め
ぐ
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
人
た
ち
の

事
例
紹
介
を
し
ま
す
。

　 

労
働
基
準
法
第
１
５
条
は
、
使

用
者
が
労
働
者
を
採
用
す
る
と
き

は
、
賃
金
、
労
働
条
件
を
書
面
な

ど
で
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
３
人
の

相
談
者
は
、
い
ず
れ
も
同
業
種
・福

祉
（別
）
施
設
に
採
用
さ
れ
た
の
で

す
が
、
３
人
と
も
面
接
時
に
、
と

り
あ
え
ず
雇
い
ま
す
か
ら
と
、
所

定
時
間
だ
け
は
口
頭
で
説
明
さ
れ
た

も
の
の
、
賃
金
は
、
あ
な
た
の
前
職

の
賃
金
額
を
参
考
に
し
ま
す
。
同

業
種
並
の
賃
金
支
払
い
を
考
え
て
い

ま
す
。
社
会
保
険
は
あ
り
ま
す
な

ど
の
、
き
わ
め
て
曖
昧
な
口
頭
説

明
し
か
う
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

法
律
そ
っ
ち
の
け
で
、
労
働
者
を

雇
用
す
る
な
ど
、
常
軌
を
逸
し
て

る
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
が
、
働
く
側

と
し
て
も
と
て
も
安
心
し
て
働
く
こ

と
は
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
３
人

の
う
ち
、
２
人
は
、
退
職
を
前
提

の
相
談
で
し
た
が
、
あ
と
の
１
人

は
、
や
っ
と
見
つ
け
た
就
職
先
な
の

で
働
い
て
み
ま
す
と
し
た
う
え
で
、

雇
用
契
約
への
疑
問
や
不
満
を
訴

え
な
が
ら
法
的
問
題
を
問
い
か
け
て

き
ま
し
た
。
３
人
に
共
通
す
る
問
題

で
す
が
、
労
働
条
件
明
示
違
反
は
、

労
基
法
第
１
２
０
条
で
、
３
０
万
以

下
の
罰
金
を
処
す
る
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
３
人
に
は
、
使
用
者
が

法
律
を
犯
し
て
い
る
の
で
、
刑
事
罰

の
対
象
に
な
り
、
ま
た
、
同
法
１

５
条
の
規
定
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
で
も

雇
用
契
約
を
解
除
で
き
、
辞
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
と
伝
え
る
と
と

も
に
、
今
後
の
採
用
時
や
働
い
て
い

く
た
め
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め

況
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

の
状
況
を
ど
う
打
開
す
る
の
か
。
全
労

連
は
、
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度

創
設
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
て
お
り
、

早
急
に
時
給
１
０
０
０
円
、
そ
の
後
１

５
０
０
円
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
高
知
一
般
、
医
労
連
、
県
教
組

か
ら
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
全
国
一

律
の
最
低
賃
金
制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て

発
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
上
げ
効
果
を
明
ら
か
に

　  

要
請
で
は
、
審
議
会
の
事
務
局
と
し

て
、
労
働
局
が
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
よ
る
効
果
や
地
域
経
済
への
波
及
効

果
を
審
議
会
へ示
す
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
早
急
に
時
給
を
１
０
０
０

円
以
上
に
す
る
た
め
、
労
働
局
長
の
諮

問
の
際
に
、
そ
の
よ
う
な
文
言
を
入

れ
、
審
議
会
の
議
論
を
促
す
こ
と
、
全

国
一
律
最
低
賃
金
制
度
を
創
設
す
る
よ

う
に
政
府
へ上
申
す
る
と
と
も
に
、
高

知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
制
度
創

設
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
を
行
う
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。

公
平
性
が
委
員
会
に
は
必
要

　 

審
議
会
の
委
員
任
命
で
は
、
全
労
連

と
連
合
への
分
裂
後
、
全
労
連
排
除
の

委
員
任
命
が
続
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
差

別
を
辞
め
、
公
正
な
委
員
任
命
を
求
め

ま
し
た
。
局
側
は
、「
総
合
的
な
判
断
」

と
い
つ
も
の
回
答
を
行
い
、
参
加
者
か
ら

は「
総
合
的
な
判
断
を
す
る
た
め
に
は
、

個
別
的
な
基
準
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

回
答
は
通
用
し
な
い
」
な
ど
の
指
摘
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　 

１
９
４
９
年
に
、
労
働
委
員
会
の
審

議
会
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
取
り

入
れ
る
た
め
、
異
な
っ
た
団
体
を
選
ぶ
よ

う
旧
労
働
省
か
ら
「
通
知
」
（５
４
号
通

牒
）が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な

公
的
な
審
議
会
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
反
映
で
き
る
、
公
平
な
審

議
員
の
構
成
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

労働局前集会

申入れの様子



(4）２０１７年５月１０日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　 　　ＮＯ．１９７

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル
）締

め
切
り
は
６
月
７
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

１
９
６
号
の
答
え
は
「
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
」
で
し
た
。
ヒ
ン
ト
の
項
目

が
不
足
し
て
お
り
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

池
田　

康
人　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

武
市　

智
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
全
労
働
）

浜
渦　

美
智　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①ひどく破損する

　③要領。 ○○

をつかむ　⑤とて

も――の沙汰で

はない　⑦糖蜜

に果汁を加え凍

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で

し
ょ
う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
大
昔
　
②
急

い
で
書
い
た
も
の
　
③
高
い
場

所
。
―
―
恐
怖
症
　
④
○
○
見

酒
、
○
○
の
光
　
⑥
ヨ
ー
ガ
と
も

言
う
　
⑧
囲
碁
で
強
者
に
対
し
予

め
置
い
て
お
く
石
　
⑪
い
え
。
木

造
―
―
　
⑫
素
人
の
出
る
○
○
で

は
な
い
　
⑬
落
語
の
○
○
に
行
く

らせた食品　⑨飢

えること　⑩余っ

た時間　⑫――

にいとまがないほ

ど多い　⑭髪をと

く道具　⑮端午の

――

川
柳
コ
ー
ナ
ー

明
日
で
も
　
い
い
ヤ
　
マ
ト
う
よ
　
再
配
達

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○メーデーの 「歴史」 勉強になりました。 桜マラソンに桜はあり

ませんでした。 そして、 やっと咲いたと思ったら、すぐに散って

しまいました ・ ・ ・ 自治労連 （Ｋ･Ｉ）

〇 〔タテのカギ〕 ヒント⑬、 ⑮が無かったので、 難しかった～

（汗） ⑬宝くじ１億円当たった！⑮悪い事した？ 「――をきる」、

ヒントとしてはこんな感じですかね～。 全労働 （Ｔ ・ Ｔ）

〇クロスワードのヨコのカギがなかったのはナゼだったの

か ・ ・ ・ 。 メーデーの歴史は、 ホーム通信に活用させていた

だきました。 これからもよろしくお願いします。 県教組 （Ｙ・Ｓ）

○自動車共済の記事が参考になりました。 いろいろあって、ど

れが自分に適当なのか迷います。 自治労連 （Ｍ ・ Ｈ）

マ
ニ
ー
見
て
　
あ
っ
と
い
う
マ
ニ
　
数
か
月

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

☆共済・備えが大事☆

車
両
共
済
は
大
事
・
・
・

　 

昨
年
の
夏
、
妻
が
運
転
す
る
車
が
道

路
の
真
ん
中
を
区
切
る
ブ
ロ
ッ
ク
に
激

突
。
中
古
で
購
入
し
た
ば
か
り
の
ミ
ニ
バ

ン
は
車
の
軸
が
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

共
済
に
入
っ
て
い
る
か
ら
安
心
！
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
契
約
を
見
る
と
車
両

共
済
（自
損
事
故
）
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
判
明
・
・
・
。
修
理
代
が
１

０
０
万
円
以
上
と
い
う
こ
と
で
、
車
は

廃
車
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
は
自
損
事

故
な
ん
て
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
い

つ
誰
に
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
事
故

で
す
ね
。
次
回
の
更
新
で
は
、
契
約
内

容
を
し
っ
か
り
吟
味
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
事
故
の
際
の
対
応
は
迅
速

で
し
た
し
、
レ
ッ
カ
ー
代
な
ど
の
諸
費
用

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

危
機
煽
り　

連
休
ゴ
ル
フ　

ど
こ
が
危
機

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

双
眼
鏡
に
地
図
片
手
準
備
行
為
と
み
な
さ

れ
る

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

わくわく講座 ・ 開校式
【日時】 ５月１８日 （木） １８ ： ３０～

【場所】 高知城ホール県教組会議室

　 全労連の初級教育制度である 「わくわく講座」 の２０１７年

度がいよいよスタートします。 県内では現在約５０名が受講を

予定しています。受講にあたって、制度の説明や基礎学習を

開催します。わくわく講座受講者以外でも参加できますので、

ぜひご参加ください。

は
保
険
か
ら
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
念

の
た
め
病
院
へ
も
診
察
に
行
き
ま
し
た

が
、
そ
の
費
用
も
保
険
か
ら
出
し
て
も

ら
い
ま
し
た
の
で
、
共
済
に
不
安
が
あ
る

方
も
安
心
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
と

思
い
ま
す
。
（
３
３
歳

・
男
性
）


